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「支え支えられ」第56号 令和7年7月10日発行

第２０回の作品展は、全国産業安全衛生
大会が開催される大阪市で、大会と同じ期間
（令和７年 9月 10 日から 12日）での開催に向
けて、その準備を進めております。
会場となる大阪府立男女共同参画・青少年セ

ンター（ドーンセンター）は、大阪市の中心部
にあり、全国産業安全衛生大会の分科会も大
阪市内で開催される予定となっております。

賛助会員の皆様におかれましても、全国産業
安全衛生大会にご参加の折などには、是非とも
作品展会場まで足を延ばしていただければ幸い
です。
なお、より多くの方に作品を鑑賞していただく
ために、作品展終了後は当財団の公式Ｗｅｂサ
イトでも作品を公開する予定としております。

支え支えられ支え支えられ
賛助会員の皆様と財団を結ぶ機関誌です賛助会員の皆様と財団を結ぶ機関誌です

労災サポートセンター通信

賛助会員の皆様におかれましては、平素から一般財団法人労災サポートセンターの事業運営につ
きまして、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
本号では、皆様からの賛助金により令和 7 年度に実施を予定しております「労災重度被災者作

品展」「産業殉職者合祀慰霊式への招聘事業」などの賛助事業内容のご案内について、また、全
国８か所に設置されている労災特別介護施設の入居者の方々の近況を掲載しております。
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Ⅰ 労災重度被災者作品展のご案内

労災重度被災者作品展は「リハビリからアートまで」と題し、不慮の事故を被り、重度
の障害を残しながらも趣味や生きがいを求めて制作された絵画、書、彫刻、陶芸などの
作品を一堂に集めて展示し、重度被災労働者の方々の社会参加等の促進に寄与するとと
もに、労働災害の悲惨さを幅広く知っていただく機会として、中央労働災害防止協会が開
催する全国産業安全衛生大会に合わせて、皆様からの賛助金により開催しております。
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（１）開催期間
令和７年9月10日（水）から同年9月12日（金）までの３日間

（２）開催場所
大阪市中央区大手前１丁目３番４９号
「大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）
  １階パフォーマンススペース」

（３）アクセス
 ●京阪「天満橋」駅、Osaka Metro（旧大阪市営地下鉄）
谷町線「天満橋」駅
 ①番出入口から東へ約350m。

 ●JR東西線「大阪城北詰」駅下車。
②号出口より土佐堀通り沿いに西へ
約550m。

 ●大阪シティバス「京阪東口」からすぐ。

賛助金による支援活動の一環として、労働災害によりお亡くなりになられた方々の御遺族を、独立行
政法人労働者健康安全機構が主催する産業殉職者合祀慰霊式にお招きする事業を行っています。
産業殉職者合祀慰霊式は、産業災害で亡くなられた方々の尊い御霊をこれまでに奉安された方々の

御霊と合祀するとともに、安全な職場環境の実現と労働災害の根絶に向けて努力することを御霊の前
で誓う式典で、毎年秋に開催され今年で54回目となります。

高尾みころも霊堂（風船に祈りをこめて） 礼拝される招聘者の皆様

「令和６年 産業殉職者合祀慰霊式」より

Ⅱ 令和７年 産業殉職者合祀慰霊式への招聘事業
－高尾みころも霊堂―
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本年の産業殉職者合祀慰霊式も、10月22日（水）に東京都八王子市の高尾みころも霊堂において執
り行われる予定となっており、参列を希望される御遺族をお招きすることとしております。

令和７年度も引き続き、①電動車いす、②介護用ベッド、③褥瘡防止用エアーマットを購入された傷病（補
償）等年金又は障害（補償）等年金の３級以上の重度被災労働者の方に、賛助金により購入費用の１/３
（上限15万円）を助成してまいります（令和６年度は11件 88万円の助成を行いました）。

令和７年度も引き続き、重度の視覚障害を被った労災年金受給者の方に、社
会復帰をしていただくため、盲導犬との共同訓練費用を当財団で負担するな
ど、盲導犬の無償貸与事業を行ってまいります。

全国８か所の労災特別介護施設（ケアプラザ）には不慮の労働災害により被災し、重度の障害を負
われた労災年金受給者の方々が入居されています。
活発に過ごされている入居者の方々の様子を中心に、様々なイベントを紹介させていただきます。

  

  

 
 

 

Ⅳ 盲導犬の無償貸与事業

 

Ⅲ 重度被災労働者に対する
福祉用具の購入支援事業

Ⅴ 労災特別介護施設入居者の方々の近況
（ケア通信から）

 

お詫び
支え支えられ５５号におきまして、原口房子様からのお話の記事内で「夫」と記載したのは
誤りで、正しくは「娘」でした。謹んでお詫び申し上げますとともに訂正させていただきます。
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令和６年度のバス旅行は、「新千歳空港」を目的地として、７月と９月の計２回実施しました。
新千歳空港は、北海道を代表する空の玄関口で、施設からは車で１時間ほどの距離にあり、天候
に左右されず、道内の特産品やグルメが一か所で楽しめる人気の観光スポットになっています。
実施した令和６年７月 10 日（水）と９月４日（水）は両日とも天気に恵まれ、最高のドライブ
日和となりました。
参加した入居者の皆さんからは、買物の話や空港でのちょっと贅沢な食事を堪能した話など、
たくさんの土産話を聞
くことができました。
皆様に楽しい時間
を過ごしていただくこ
とができました。

❶ ケアプラザ岩見沢」（北海道労災特別介護施設）

「新千歳空港へバス旅行」

令和６年７月24日(水)「音楽フェスティバル」を開催しました。
年忘れ会での職員によるバンド演奏が大変好評で、「ぜひもう一度聴きたい」という多くの入居者

の方々のリクエストに応え、二度目の開催となりました。今回は、近隣の演奏ボランティアさん２名
と職員有志６名でユニット「Ｃ・Ｐ・Ｔ」を結成し、豪華な迫力ある生演奏となりました。また、今年度
より行事委員をお願いしている入居者様にも１曲「岬めぐり」を唄っていただきました。「生演奏で
唄うのは初めてだから緊張した。でも、楽しかったよ。」との感想をいただきました。
アンコールでは「花

嫁」を皆で合唱して、
「音楽フェスティバル」
を締めくくりました。

❷ ケアプラザ富谷 （宮城労災特別介護施設）

「好評！！音楽フェスティバル」

 

 

入居者様が「岬めぐり」を
唄っています

展望エリアから眺める様子 お土産売り場で記念写真

演奏ボランティアと
「渚シスターズ」
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ケアプラザ四街道では毎年、春になるとたくさんの美しい桜が咲きます。
今年も、お花見をより楽しんでいただくため、「お花見＆カフェ」を開設しました。
昨年は、お花見散策に合わせてケアプラザカフェとしてコーヒーを振舞いましたが、今年は趣向
を変え、甘酒を提供することにしました。
ところが、行事の数日前から真冬に戻ったような寒い気候が続いたため桜は１分咲き程度、お花
見を楽しむには少々寂しい風景となりました。幸い行事当日はぽかぽか陽気となり、入居者の皆様
は、太陽の下で温か
い甘酒を楽しんでく
ださり、沢山の方々
がお代わりをされて
いました。
職員一同、来年も
また同じ時期に、こ
うして皆が健康でお
花見を楽しむことが
出来ますよう祈念して
います。

❸ ケアプラザ四街道 （千葉労災特別介護施設）

毎年９月には、防災の日にちなみ消防、避難訓練を実
施しています。
特に令和６年は、南海トラフ地震臨時情報が出された
こと、また先の能登地震においても火事による被害が甚
大であったということもあり、これまでより更に緊張感を
持っての訓練となりました。
避難訓練は、食堂から出火したと設定し、各階から徒
歩、車いすやベッドごと、それぞれの避難方法を想定して、
入居者の方々にも参加していただきました。
避難訓練の結果、連絡方法や避難経路等にいくつかの課
題が見つかりましたので、非常時にはより良い対応がで
きるよう検討改善していきます。
また、避難訓練後は消火設備の点検と、実際に消火栓
と水消火器を使用した放水による消火体験も行いました。
更には消防署から体験用のＡＥＤセットをお借りし救命
講習も実施しました。職員の防災意識を更に高めた一日
となりました。

❹ ケアプラザ瀬戸 （愛知労災特別介護施設）

「美しい桜の下でお花見行事」

「防災意識高めた消防・避難訓練」

お花見カフェの甘酒カウンター 甘酒を楽しむ入居者様
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ケアプラザ堺では、令和６年12月25日（水）クリスマスの日に、施設長主催の喫茶イベントを開催
しました。感染対策をしたうえで、入居者の方々と共に珈琲を楽しむ穏やかなひとときを楽しみまし
た。また、正月は元日からおせち料理が食卓に並びましたが、普通食・軟飯食・ソフト食の三種類と
もに、給食業者さんが腕によりをかけ、工夫をこらした盛り付けをしてくださり、正月にふさわしい
華やかなお重が提供されました。中でもソフト食の盛り付けは毎年、彩り鮮やかで入居者の方々に
今年も好評でした。
皆様は、目で堪能し、

匂いで食欲が沸き、食事
の最中も笑顔がこぼれ
一年のスタートのお食
事を満足していただけ
たようでした。

❺ ケアプラザ堺 （大阪労災特別介護施設）

令和６年９月 25 日（水）、広島在住のヴァイオリン、シター奏者の白井朝香さんにお越しいた
だき「シターコンサート」を開催しました。
シター（Ｃｉｔｈａｒｅ／仏）は、神を賛美する歌や感謝の祈りの伴奏楽器として伝えられてきた
もので、共鳴箱に平行に弦を張り、弾いて音を出す楽器で、日本語の「琴」を意味しているそうです。
120 本余りの弦を張り、右手で旋律、
左手で和音を指で弾いて演奏する素朴な
楽器で、優しい響きをもつ癒しの音色
が特徴です。
今回「～シターで奏でる命への賛歌～」
というタイトルで、「愛の讃歌」、「いの
ちの歌」、「赤とんぼ」など 13 曲を演奏
していただきました。
参加された入居者の皆様は、時折、
体を揺らしたり、口ずさんでおられたり
する様子が見られましたし、中には感動
のあまり、涙されている方もいらっしゃ
るなど、ステキな時間を過ごすことが出
来ました。

❻ ケアプラザ呉 （広島労災特別介護施設）

「感動 !! シターコンサート」

 

 

  「華やかな食卓に笑顔 年末年始」

華やかなおせち料理

  

シター演奏とともに合唱♪

施設長主催の喫茶イベントの様子
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令和６年７月24 日（水）、ケアプラザ新居浜の１階会議室と
多目的ホールにお祭りの飾りつけをして、昼食を兼ねた納涼祭
を開催しました。
食事は、屋台を連想していただけるように、焼きそばやフラ

ンクフルト等をご用意したところ、お祭りの雰囲気を感じてい
ただけたようで、入居者の皆様も喜んでいらっしゃいました。
また、食事を楽しんでいただきながら行ったビンゴ大会で

は、10位までに入賞された入居者の皆様に景品をお渡しし、
プレゼンターの施設長と仲良く写真を撮るなど、楽しい時間を
過ごすことが出来ました。

❼ ケアプラザ新居浜 （愛媛労災特別介護施設）

「楽しい食事とビンゴ大会  納涼祭にて」

ビンゴ大会の景品を授与される
入居者 ( 堀 ) 様と施設長

４月１６日（水）、施設内
コミュニティホールで、「風
船バレー大会」を開催しま
した。
今回は、入居者の方々か
らの「毎月開催してほしい」
との声にこたえ、通常は年１
回開催のところ、今年１月に
実施した前回大会から３か
月後のスピード開催となりま
した。今後も、入居者の方々
の要望に応じて、みんなで
楽しむことができて盛り上が
る行事を企画し実施してい
きたいと思います。

❽ ケアプラザ宇土 （熊本労災特別介護施設）

「チーム対抗！風船バレー大会」

エースの大活躍！風船バレー大会
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労災年金支援センター所在地等一覧

労災年金支援センター名 所在地・電話番号 担当区域

労災サポートセンター通信
支え支えられ 第56号

一般財団法人労災サポートセンター

令和7年7月10日発行
発行人 馬杉 則彦

〒102-0073 
東京都千代田区九段北４-１-３ 飛栄九段北ビル１０階
ＴＥＬ 03-6834-2510 ＦＡＸ 03-6834-2530

北海道労災年金支援センター
〒060-0061 北海道札幌市中央区南1条西8-14-3
札幌第2スカイビル6階 北海道

TEL 011-241-8083 FAX 011-241-8084

東北労災年金支援センター
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-5-3 
佐新ビル4階 青森県、岩手県、宮城県

秋田県、山形県、福島県
TEL 022-265-7667 FAX 022-265-7669

関東労災年金支援センター
〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-3 
飛栄九段北ビル10階

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県、新潟県
山梨県、長野県TEL 03-6834-2640 FAX 03-6834-2545

中部労災年金支援センター
〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦2-5-5
八木兵伝馬町ビル8階

富山県、石川県、福井県
岐阜県、静岡県、愛知県
三重県TEL 052-205-7211 FAX 052-205-7212

近畿労災年金支援センター
〒540-6591 大阪府大阪市中央区大手前1-7-31
OMMビル16階

滋賀県、京都府、大阪府
兵庫県、奈良県、和歌山県

TEL 06-4790-1611 FAX 06-4790-1622

中国・四国労災年金支援センター
〒730-0012 広島県広島市中区上八丁堀8-10
クロスタワー4階

鳥取県、島根県、岡山県
広島県、山口県、徳島県
香川県、愛媛県、高知県TEL 082-223-3286 FAX 082-221-1169

九州労災年金支援センター
〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東1-10-35
ＣＬＵＢ博多駅東オフィスビル３階３０２号

福岡県、佐賀県、長崎県
熊本県、大分県、宮崎県
鹿児島県、沖縄県TEL 092-472-7161 FAX 092-481-5609

労災特別介護施設所在地等一覧

労災特別介護施設名 所在地 電話番号

北海道労災特別介護施設
（ケアプラザ岩見沢）

〒068-0829
北海道岩見沢市かえで町8-1-1

TEL 0126-25-9001
FAX 0126-22-9470

宮城労災特別介護施設
（ケアプラザ富谷）

〒981-3332
宮城県富谷市明石台4-8-1

TEL 022-772-3311
FAX 022-772-3312

千葉労災特別介護施設
（ケアプラザ四街道）

〒284-0037
千葉県四街道市中台511

TEL 043-433-0120
FAX 043-433-0431

愛知労災特別介護施設
（ケアプラザ瀬戸）

〒489-0989
愛知県瀬戸市山手町294-5

TEL 0561-85-5400
FAX 0561-85-4431

大阪労災特別介護施設
（ケアプラザ堺）

〒590-0137
大阪府堺市南区城山台5-2-1

TEL 072-291-7989
FAX 072-291-7993

広島労災特別介護施設
（ケアプラザ呉）

〒737-0923
広島県呉市神山2-1-15

TEL 0823-34-5577
FAX 0823-30-1888

愛媛労災特別介護施設
（ケアプラザ新居浜）

〒792-0896
愛媛県新居浜市阿島1-3-12

TEL 0897-67-1122
FAX 0897-67-1155

熊本労災特別介護施設
（ケアプラザ宇土）

〒869-0407
熊本県宇土市松原町243

TEL 0964-23-2211
FAX 0964-23-2214

  

 

 


